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固
定
資
産
税
の

　
　
　
　
　
　
　
　
評
価
額
が
変

　
昭
和
五
十
七
年
度
は
、
固
定
資
産

税
の
基
準
年
度
に
あ
た
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
土
地
や
家
屋
に
つ
い
て
の

評
価
替
え
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
土
地
の
上
昇
率
に
つ
い
て
は
、
各

地
目
と
も
平
均
値
で
、
つ
ぎ
の
表
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
　
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
等
含

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

農　地 宅地等 山　林

十日町市 11％ 25％ 10％

新潟県 11％ 31％ 11％

▼
昭
和
撃
度
△

わ
り
ま
す

　
評
価
方
法
に
つ
い
て
は
、
自
治
大

臣
が
定
め
た
固
定
資
産
評
価
基
準

（
固
定
資
産
の
評
価
の
基
準
並
び
に

評
価
の
方
法
及
び
手
続
き
を
示
し
た

も
の
）
を
も
と
に
し
評
価
す
る
も
の

で
す
。

■
土
地
に
つ
い
て
…
…
正
常
な
売
買

価
格
を
基
準
と
し
て
、
地
価
公
示
価

格
や
国
税
の
評
価
額
と
の
均
衡
を
考

慮
し
な
が
ら
、
新
し
い
価
格
が
決
定

さ
れ
ま
す
。

■
家
屋
に
つ
い
て
…
…
評
価
基
準
の

改
正
に
よ
り
、
昭
和
五
十
六
年
中
建

築
分
よ
り
木
造
の
住
宅
で
、
平
均
二

十
五
暫
の
上
昇
ど
な
り
ま
す
。

　
家
屋
の
評
価
は
、
再
建
築
費
を
基

準
と
し
て
評
価
す
る
方
法
と
な
っ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
評
価
時
に
お
い

て
、
そ
の
家
屋
の
新
築
に
必
要
と
さ

れ
る
建
築
費
を
求
め
、
経
過
年
数
や

積
雪
地
、
寒
冷
地
補
正
（
二
十
五
欝

が
限
度
）
に
よ
り
、
減
価
計
算
を
し

て
、
評
価
額
を
決
定
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
※
家
屋
評
価
基
準
は
、
基
準
年
度

ご
と
（
最
近
で
は
、
昭
和
五
十
一
年
、

五
十
四
年
、
五
十
七
年
の
三
年
ご
と
）

の
物
価
指
数
を
も
と
に
改
正
さ
れ
ま

す
。
　
こ
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
た
価
格
は
、

毎
年
三
月
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の

毎月十日は無火災の日
　　　　A　　　　　　　　　鐙．4

聲
燭

蟻
倣
診

日町地域消防本部
日町市消防後援会

裟協日

申
告
は
お
早
め
に
〃

。
．
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リ
ズ

　
　
　
『
》
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．

　
　
　
ゑ
じ
　
マ
ゐ
あ
ニ
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ら
コ
　

・
．
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一
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舖
騒

・
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∠
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1
1
　
」
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餉
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嶺
齢

瀞
賠
麗

畷
．

干
物
注
意

　
昭
和
五
十
六
年
分
の
贈
与
税
の
申

告
は
二
月
一
日
か
ら
、
所
得
税
の
確

十
十

五
目
で
す
。

　
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署

は
大
変
混
雑
し
、
長
い
時
間
待
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
も
な
り
ま

す
の
で
申
告
は
で
き
る
だ
け
早
く
済

ま
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
、
市
役
所
税
務
課
に
お
い
て
縦
覧
　
　
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
際
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
供
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
　
　
は
、
市
報
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
今
年
に
　
　
　
詳
細
、
問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
限
り
、
こ
の
縦
覧
期
間
が
変
更
に
な
　
　
税
務
課
固
定
資
産
税
係
ま
で
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
羽
根
川
荘
に

　
　
　
藺
瞬
，
・
　
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
運
行
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
月
二
十
日
か
ら

繭瞳

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
羽
根
川
荘

．
（
六
箇
ニ
ツ
屋
）
で
は
、
一
月
二
十

日
か
ら
、
送
迎
用
，
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
ー

写
真
上
1
の
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
は
二
十
五
人

乗
り
で
、
運
行
日
と
運
行
時
間
は
、

休
館
日
を
除
く
目
で
、
九
時
半
か
ら

十
六
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
マ
イ
ク
・
バ
ス
の
利
用
す
る

場
合
の
申
込
み
方
法
と
注
意
事
項
は

下
記
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

ω
利
用
申
込
み
は
、
十
五

人
以
上
の
団
体
が
対
象
に

な
り
ま
す
。

ど
ω
受
付
は
一
週
間
前
ま
で

な
に
羽
根
川
荘
（
盈
二
－
五

法
四
三
四
番
）
へ
直
接
連
絡

方
し
て
く
だ
さ
い
。

み
⑥
利
用
す
る
団
体
は
、
指

込
定
さ
れ
た
場
所
に
時
間
厳

申
守
で
集
合
し
て
い
て
く
だ

　
　
さ
い
。
な
お
道
路
の
状
況

　
　
等
で
運
行
で
き
な
い
場
合

　
　
も
あ
り
ま
す
。



＼
　
、

昭和57年、月25日””””1””lll”1”””1”llll““ll””””””1”1”””””1””“1”6””1”1”””ll・とおガ夢3お知るぜ駈”ll”1“811””911②

　
昨
年
と
は
う
っ
て
変
っ
た
小
雪
の
中
で
、
自
然
条
件
に
さ
か
ら
わ
ず
、

そ
の
時
の
雪
の
量
に
あ
わ
せ
た
ま
つ
り
を
し
よ
う
と
準
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
今
年
初
め
て
の
試
み
と
し
て
「
雪
の
芸
術
作
品
見
学
ッ
ア
ー
」
が
開
催

さ
れ
て
い
る
の
を
は
じ
め
「
雪
上
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
や
「
雪
上
B
M
X
」

な
ど
の
見
る
ま
つ
り
か
ら
参
加
す
る
ま
つ
り
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
．

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
広
場
（
水
落
知
之
実
行
委
員
長
）
で
は
コ
人
一
晩

二
時
間
運
動
」
を
企
画
し
て
、
若
人
の
雪
ま
つ
り
参
加
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。雪
の
芸
術
作
品

　
　
　
　
見
学
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

　
雪
ま
つ
り
の
原
点
は
、
雪
の
芸
術

作
品
で
す
。
子
供
が
雪
だ
る
ま
を
作

っ
て
遊
ぶ
よ
う
に
、
大
人
が
雪
で
彫

刻
を
作
っ
て
み
て
は
と
は
じ
め
ら
れ

た
雪
の
芸
術
作
品
展
も
年
々
充
実
し
、

市
街
地
中
心
だ
っ
た
作
品
も
、
最
近

は
、
下
条
、
江
道
、
鉢
地
区
な
ど
広

範
囲
に
製
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
つ
れ
て
、
せ
っ
か

く
で
き
た
作
品
を
全
部
見
れ
な
く
て

残
念
だ
と
い
う
声
を
聞
き
ま
す
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

　
　
　
験
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雛

　
　
　
毒

　
　
　
ゑ

　
肇
夢
導
　
　
嚢
璽
　
　
　
　
懸

　
　
　
挙
　
饗
　
　
繋
鍛

　
　
　
　
　
　
　
　
篠

　
　
　
　
　
　
ひ
　
　
　
ダ
い

薄
、
鱒
、
　
駕
．
、
灘
撫

参
9
ボ
　
塗
騰

　
　
鰍
㌧
嚇
雛
騨

　
　
　
　
　
ダ
ン
ン

鹸
　
癖
．
　
　
轡
　
欝

響
　
蓼
　
　
　
騒
　
婁
　
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
肇
．
　
聾

　
　
　
織
賦
臨
懸

饗
　
　
　
轡
．
　
雛

撃
拳
樽
．
謹
二
藁
騨
　
雛

審
査
直
前
の
一
番
良
い
状
態
の
作
品

も
見
て
み
た
い
と
い
う
声
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
ご
要
望
に
お
答
え
す
る
た

め
、
市
観
光
協
会
と
雪
ま
つ
り
委
員

会
で
は
、
今
年
初
め
て
の
試
み
と
し

て
「
雪
の
芸
術
作
品
見
学
ツ
ア
ー
」

を
実
施
し
ま
す
。

　
お
さ
そ
い
あ
わ
せ
て
．
こ
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時
　
二
月
十
二
日
（
金
）

　
　
　
　
午
後
七
時
～
十
一
時

定
員
　
五
十
人

会
費
　
千
五
百
円
（
夜
食
3
飲
み
も

の
付
）

見
学
方
法
　
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
、
雪

の
芸
術
展
審
査
会
と
前
後
し
て
、
審

査
作
品
全
部
と
カ
ー
ニ
バ
ル
会
場
を

見
学
申
込
み
　
雪
ま
つ
り
事
務
局
（
本
町

三
　
商
工
福
祉
会
館
内
、
B
七
－
三

七
三
二
番
・
二
1
五
四
七
六
番
）
へ

会
費
を
添
え
て
。

そ
の
他
　
●
定
員
に
な
り
し
だ
い
締

切
り
ま
す
。
●
詳
細
は
申
込
み
時
に

ご
説
明
い
た
し
ま
す
。
●
会
費
は
返

納
い
た
し
ま
せ
ん
。

燦
．
§
、
藝
§
ミ
．
藝
馨
馨
藝
華
華
§
、
§
藝
華
藝
§
．
§
ミ
§
§
、
§
、
誉
華
§
妻
華
§
妻
』
§
§
§
華
華
§
§
§
§
§
蓑
華
藝
ミ
藝
§
§
華
藝
華
諺

欄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欄

㈱
　
雪
上
B
M
X
出
場
者
募
集
　
　
榊

㈱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撒

　

聯
　
雪
ま
つ
り
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

　

聯
と
し
て
、
十
四
目
、
日
本
B
M
X
協

　
㎜
会
十
日
町
支
部
の
主
催
で
「
麗
新
潟

齢
㈱
雪
上
B
M
X
選
手
権
大
会
」
が
ふ
る

　
㈱
さ
と
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
大

㎜
会
事
務
所
で
は
出
場
者
を
募
集
し
て

櫛
．櫛
い
ま
す
。

櫛
㎜
大
会
日
時
　
二
月
十
四
日
（
目
）

齢櫛
午
前
八
時
～
午
後
四
時

　
聯
会
場
　
ふ
る
さ
と
広
場
（
十
日
町
小

　
㈹
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

　
聯
参
加
資
格
　
小
学
校
高
学
年
以
上
（
二

僻髄
ミ
’
ミ
ミ
’
§
§
ミ
’
ミ
『
垂
ミ
’
慧
垂
ミ
’
§
’
§
’
ミ
’
馨
’
き
ミ
’
§
’
ミ
ま
ミ
’
雲
》
§
’
彗
垂
ミ
’
ミ
’
ミ
§
ミ
’
ミ
’
寒
垂
ミ
≦
§
§
’
ミ
’
ミ
ミ
’
§
’
ミ
≦
ミ
垂
ミ
’
婁
、
’
ミ
§
ミ
『
’
ミ
ミ
垂
ミ
・
ミ
ミ
’
§
ミ
’
ミ
ミ
垂
ミ
’
§
ミ
’
ミ
、

雪
上
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
参
加
者
募
集

　
昨
年
好
評
だ
っ
た
「
雪
上
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
；
」
が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま

す
。　
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
の
競
技
方
法
は

出
場
者
（
一
組
三
人
以
内
）
が
、
午

前
十
一
日
に
カ
ー
ニ
バ
ル
会
場
を
一

斉
に
ス
タ
ー
ト
し
、
雪
ま
つ
り
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
広
場
の
位
置
を
ヒ
ン
ト

に
し
て
、
五
つ
の
広
場
に
設
置
し
て

あ
る
ス
タ
ン
プ
を
順
次
つ
い
て
、
再

び
カ
ー
ニ
バ
ル
会
場
の
ゴ
ー
ル
に
も

ど
る
も
の
で
、
順
位
は
、
主
催
者
側

が
設
定
し
た
時
間
（
約
二
時
間
）
に

一
番
近
い
組
か
ら
順
位
を
つ
け
ま
す
。

　
地
図
と
磁
石
を
使
っ
て
ポ
イ
ン
ト

を
廻
っ
て
ゆ
く
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン

グ
を
簡
単
に
し
た
競
技
で
、
初
め
て

の
人
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
広
場
の
楽
し
さ
も
味
わ
え

ま
す
。
個
人
で
も
、
家
族
で
で
も
、

グ
ル
ー
プ
で
で
も
気
軽
に
．
こ
参
加
く

だ
さ
い
。

競
技
　
二
月
十
四
日
、
午
前
十
一
時

ス
タ
ー
ト
（
十
時
半
ま
で
に
、
カ
ー

ニ
バ
ル
会
場
に
集
合
）

申
込
み
　
十
三
日
ま
で
は
雪
ま
つ
り

事
務
局
へ
（
当
日
、
会
場
で
も
受
付

け
ま
す
）

出
場
者
　
一
組
三
人
ま
で
で
、
出
場

制
限
な
し
。

賞
品
　
一
位
十
日
町
織
物
ほ
か
、
郷

土
に
ち
な
ん
だ
豪
華
景
品
を
用
意

問
い
合
せ
　
雪
ま
つ
り
事
務
局
（
B

七
－
三
七
三
二
番
　
二
i
五
四
七
六

番
）
へ
。

雪
ま
つ
り
行
事
に
花
を
そ
え
る
コ

ン
パ
ニ
オ
ン
、
ミ
ス
雪
ま
つ
り
の
募

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

十
歳
未
満
の
人
は
保
護
者
の
承
認
が
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

必
要
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞

レ
ー
ス
区
分
ジ
ュ
ニ
ア
（
十
二
歳
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
下
）
、
シ
ニ
ア
（
十
三
～
十
五
歳
）
卿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耀

オ
ー
プ
ン
、
プ
ロ
オ
ー
プ
ン
（
十
六
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

歳
以
上
）
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
料
　
三
百
円
（
保
険
料
込
み
）
鼎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
み
・
問
い
合
せ
　
申
込
み
は
、
鼎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
三
日
ま
で
に
参
加
料
を
添
え
て
、
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卿

日
本
B
M
X
協
会
十
日
町
支
部
（
高
鼎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鼎

田
町
一
、
丸
八
商
店
内
　
盈
二
－
二
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
六
八
番
）
へ
。
　
　
　
　
　
　
　
卿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

集
期
限
が
せ
ま
っ
て
い
ま
す
．
ふ
る

っ
て
．
こ
応
募
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員
　
ミ
ス
雪
ま
つ
り
一
名
、

準
ミ
ス
雪
ま
つ
り
二
名

応
募
資
格
　
未
婚
女
性
（
十
八
歳
～

二
十
五
歳
ま
で
の
人
で
高
校
生
を
除

く
）応
募
方
法
　
便
せ
ん
に
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
身
長
、
体
重
、
電
話
番

号
を
記
入
し
、
全
身
写
真
（
カ
ラ
ー

G
版
）
を
そ
え
て
、
雪
ま
つ
り
事
務

局
へ
。
自
選
、
他
選
を
問
い
ま
せ
ん
。

締
切
り
　
一
月
三
十
日
（
土
）

賞
　
●
十
日
町
の
き
も
の
（
振
袖
）

●
第
三
十
四
回
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り

へ
ご
招
待
（
五
十
八
年
二
月
）

そ
の
他
　
公
開
審
査
は
行
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
恵
訓



（3）”1”ll”・”1””。1嗜お”36劒5雌””1”1”””11。”6””II”o。”””””1””””1”1”””II”1”””lll””””1””1”lllll””1”II”1。重9881，181IllI，1，，6一，8，81，1置8曹，1蓼昭禾口57年、月25日

隆義（25歳）村山

　
ふ
る
さ
と
広
場
は
、
若
い
人
達
の

自
発
的
な
参
加
で
運
営
し
て
い
る
広

場
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
自
分
の
持

っ
て
い
る
若
さ
と
情
熱
を
純
粋
に
ぶ

つ
け
ら
れ
ま
す
。
昨
年
の
豪
雪
の
中

で
も
若
人
が
一
丸
と
な
っ
て
や
り
と

げ
ま
し
た
。
若
い
人
達
の
力
を
結
集

し
、
雪
ま
つ
り
に
活
力
を
み
い
だ
す
た

め
に
あ
な
た
も
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

寿幸（24歳）尾身

　
雪
像
製
作
の
担
当
で
す
。

雪
像
製
作
に
参
加
し
て
、
人
と
人
と

の
ふ
れ
あ
い
の
中
か
ら
友
情
が
生
ま

れ
ま
す
。

　
自
分
達
で
作
っ
た
作
品
が
で
き
あ

が
っ
た
時
の
喜
び
は
何
と
も
い
え
ま

せ
ん
。

湯沢良恵（20歳）

　
夜
食
の
担
当
で
す
。

雪
像
作
り
で
冷
え
た
体
を
あ
っ
た
か

く
す
る
お
い
し
い
夜
食
を
作
り
ま
す
。

　
一
回
参
加
し
て
、
明
日
も
ま
た
来

よ
う
か
な
、
と
思
え
る
よ
う
な
ひ
ろ

ば
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
あ
な
た
も
是
非
私
達
の
仲
間
に
。

一郎（26歳）尾身

　
「
見
る
は
百
聞
に
し
か
ず
」
…
…

と
に
か
く
一
度
広
場
に
参
加
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　
平
均
年
齢
二
十
二
歳
（
？
）
、
こ

の
若
者
集
団
に
君
も
是
非
参
加
し
よ

一
つ
。
　
新
し
い
何
か
が
生
ま
れ
る
は
ず
だ
．

茂（26歳）ノ1￥林

　
今
し
か
や
れ
な
い
事
を
し
た
い
。

実
に
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
い
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
サ
ー
ク
ル
が
有
り
ま
す
。

一
度
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
苦
し
い
け
れ
ど
、
ム
ダ
は
あ
り
ま

せ
ん
。

庭野吉造（26歳）

　
催
物
の
担
当
で
す
。

雪
像
造
り
や
、
色
々
の
準
備
な
ど
を

通
し
て
、
い
っ
し
ょ
に
活
動
し
多
く

の
仲
間
達
と
知
り
合
う
と
と
も
に
、

作
業
や
行
事
の
終
え
た
時
の
喜
び
を

共
に
味
わ
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

E7－1581番へ。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

一
人
一
晩
二
時
間

ス
コ
ツ
ブ
持
っ
て
雪
像
作
り
を

知之（27歳）水落

　
ふ
る
さ
と
ひ
ろ
ば
は
、
仲
間
で
も

一
人
で
も
参
加
す
る
事
に
よ
っ
て
、

色
々
な
人
達
と
の
出
合
い
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
雪
像
作
り
を
通
し
て
、

自
分
の
持
っ
て
い
る
力
を
試
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
広
場
の
中
で
、
私
達
と

一
緒
に
、
今
ま
で
と
違
っ
た
自
分
自

身
を
み
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

伝吉（26歳）尾身

　
見
る
雪
ま
つ
り
か
ら
創
る
雪
ま
つ

り
と
触
れ
る
雪
ま
つ
り
へ
。
雪
ば
か

り
で
な
く
雪
ま
つ
り
に
参
加
す
る
仲

間
の
手
と
友
情
に
、
君
自
身
触
れ
て

く
だ
さ
い
。

　
苦
し
さ
と
苦
し
さ
が
ぶ
つ
か
り
あ

え
ば
、
必
ず
明
る
い
物
語
が
生
ま
れ

て
く
る
ぞ
。
　
　
●

，
》
’

佐藤久美子（19歳）

　
雪
ま
つ
り
の
基
本
、
本
当
の
意
義

を
考
え
る
と
雪
像
が
出
て
く
る
と
思

い
ま
す
。
何
が
な
く
と
も
雪
像
が
な

け
れ
ば
は
じ
ま
り
ま
せ
ん
。
そ
の
雪

像
を
メ
イ
ン
に
、
今
年
の
ふ
る
さ
と

広
場
は
せ
ま
っ
て
み
ま
す
。

　
み
ん
な
で
雪
像
を
作
る
喜
び
、
苦

し
み
を
共
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

斉木浩（20歳）

　
青
少
年
が
行
ラ
行
事
の
中
で
、
ふ

る
さ
と
広
場
ほ
ど
す
ば
ら
し
い
行
事

は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
だ
け
本
気
で
若
者
が
取
り
組

ん
で
い
る
祭
り
は
、
十
日
町
に
は
ほ

か
に
な
い
ん
で
は
な
い
か
と
思
い
つ

つ
会
議
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
み
ん
な
で
若
者
の
和
を
、
そ
し
て

　
…
を
み
つ
け
ま
し
ょ
う
、
な
ん
て

思
い
ま
す
。

輝夫（26歳）柳

二
年
目
で
す
。

　
あ
な
た
も
、
雪
ま
つ
り
に
参
加
し

よ
う
。

　
雪
像
を
作
っ
て
み
よ
う
。

齢

水落繁雄（26歳）

　
ふ
る
さ
と
広
場
へ
の
参
加
は
、
今

年
は
じ
め
て
な
の
で
、
よ
く
わ
か
ら

な
い
け
ど
、
雪
が
少
な
く
と
も
、
と

に
か
く
や
り
た
い
。

　
公
民
館
の
サ
ー
ク
ル
の
仲
間
か
ら

の
、
さ
そ
い
あ
い
な
の
で
、
楽
し
い

思
い
出
を
つ
く
り
た
い
。

ふるさと広場への参加希望者は水落知之

皿丁
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克
雪
都
市
宣
言
し
た
当
市
に
と
っ

て
、
そ
の
具
体
的
な
克
雪
施
策
の
柱
と

い
え
る
．
流
雪
溝
”
。
こ
の
流
雪
溝
整

備
計
画
は
、
市
街
地
を
中
心
と
し
た
冬

期
間
の
市
民
生
活
を
守
る
重
要
な
施

策
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
月
十
二
日
、
国
土
庁
の
若
林
正

俊
官
房
総
務
課
長
、
照
井
靖
男
山
村
豪

雪
振
興
課
長
補
佐
が
当
市
を
訪
れ
、
流

雪
溝
や
低
水
路
工
な
ど
排
雪
施
設
を

視
察
し
ま
し
た
が
、
昨
年
の
豪
雪
と

は
対
照
的
に
異
常
少
雪
の
中
で
行
わ

れ
た
こ
の
視
察
、
そ
れ
で
も
十
日
町

の
実
情
を
少
し
で
も
知
っ
て
も
ら
う

捌㎜馴㎜馴㎜剛匠

…
…
国
土
庁
…
…

た
め
、
流
雪
溝
へ
の
排
雪
作
業
を
実

践
す
る
な
ど
、
　
”
克
雪
”
へ
の
姿
勢

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
今
後

の
財
政
措
置
な
ど
つ
ぎ
の
よ
う
な
陳

情
も
併
せ
て
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
流
雪
溝
網
整

　
”
国
土
庁
の
新
企
画
で
あ
る
克
雪
地

域
づ
く
り
モ
デ
ル
計
画
策
定
調
査
の

指
定
を
受
け
、
こ
れ
を
機
に
広
く
内

外
に
克
雪
都
市
宣
言
、
雪
処
理
条
例

の
制
定
な
ど
市
民
の
連
帯
意
識
の
高

揚
を
訴
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が

克
雪
モ
デ
ル
計
画
調
査
の
中
で
も
、

7
備
を
陳

情
！

∂

克
雪
都
市
実
現
の
た
め
最
も
効
果
の

期
待
さ
れ
る
流
雪
溝
網
の
整
備
な
ど

事
業
の
採
択
及
び
そ
の
財
政
措
置
に

つ
い
て
特
段
の
ご
高
配
を
”
と
陳
情

し
ま
し
た
。
陳
情
を
受
け
た
若
林
課

長
は
、
「
既
存
の
制
度
を
効
果
的
に
組

み
合
わ
せ
る
方
法
で
、
各
制
度
を
も

つ
各
省
庁
と
の
折
衝
を
積
極
的
に
や

る
」
と
当
市
に
は
力
強
い
答
え
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
視
察
を
終

え
た
感
想
を
「
確
か
に
流
雪
溝
の
果

た
す
役
割
は
大
き
い
が
、
そ
の
基
礎

に
は
、
市
民
運
動
の
展
開
が
必
要
で

そ
れ
を
核
に
し
て
行
政
と
市
民
が
一

体
と
な
っ
た
事
業
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
’
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

一
団
体
（
錨
響
協
会
）
・
二
個
人
が
県
警
本
部
長
表
彰

　
一
月
十
三
日
午
後
一
時
か
ら
、
十
日
町
警
察
署
に
お
い
て
、
長
年

に
わ
た
り
交
通
安
全
活
動
に
功
労
が
あ
っ
た
と
し
て
、
こ
の
た
び
県

警
本
部
長
か
ら
表
彰
さ
れ
た
一
団
体
・
二
個
人
の
表
彰
状
授
与
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
と
併
せ
て
同
じ
功
労
で
、
十
日
町
警
察
署
長

と
十
日
町
交
通
安
全
協
会
長
連
名
の
表
彰
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

表彰された庭山さん（左）と藤田さん

㈱馴脳馴馴馴馴震

　
十
日
町
市
の
交
通
安
全
活
動
は
、

県
内
で
も
特
色
あ
る
も
の
と
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
表
彰
は
、
長

年
に
わ
た
っ
て
交
通
安
全
活
動
を
積

極
的
に
推
進
し
警
察
運
営
に
多
大
の

功
績
が
あ
っ
た
と
し
て
、
団
体
で
は

十
日
町
市
交
通
安
全
協
会
（
石
坂
賢

次
会
長
）
、
個
人
で
は
庭
山
広
司
さ

ん
（
山
本
）
と
藤
田
豊
平
さ
ん
（
下

条
新
保
）
の
お
二
人
が
県
警
本
部
長

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
日
町
警
察
署
長
と
十
日

町
市
交
通
安
全
協
会
長
連
名
で
つ
ぎ

の
皆
さ
ん
も
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

■
中
沢
幾
太
郎
さ
ん
（
四
日
町
一
）

■
石
田
喜
一
さ
ん
（
昭
和
町
一
）

■
馬
場
昭
三
さ
ん
（
高
田
町
四
）

■
石
沢
三
夫
さ
ん
（
高
田
町
三
南
）

■
吉
沢
文
男
さ
ん
（
北
鐙
坂
二
）

■
岩
田
清
吉
さ
ん
（
中
条
旭
町
）

■
春
日
敏
雄
さ
ん
（
小
泉
）

■
根
津
福
治
さ
ん
（
本
町
七
ー
一
）

■
波
間
礼
治
さ
ん
（
川
原
町
）

■
佐
藤
勝
巳
さ
ん
（
伊
達
）

■
飯
塚
新
作
さ
ん
（
稲
荷
町
三
北
）

　
以
上
の
皆
さ
ん
を
代
表
し
て
、
庭

山
さ
ん
が
「
こ
れ
を
機
会
に
交
通
安

全
の
た
め
さ
ら
に
努
力
し
た
い
」
と

決
意
を
表
明
す
る
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

祈願をする堀十日町警察署長

　
　
交
通
安
全
祈
願

　
表
彰
式
終
了
後
、
市
関
係
者
、
警

察
署
、
交
通
安
全
協
会
な
ど
関
係
者

全
員
が
諏
訪
神
社
本
殿
で
、
新
年
恒

例
と
な
っ
て
い
る
”
交
通
安
全
祈
願
”

を
行
い
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

うますぎる話にご用心〃内職を希望される万へ

　
　
グ
　
　
し
ゑ

　
　
　
、
　
一
昼

　
　
㌔
．
、

吻
識
慧

鋤
一
．
、
（

　
　
　
　
　
　
払
、
膨
鴛

　
　
　
　
　
ナ

、6さく、◎♪

・1鉱
　　ρ・　r一‘

7　」。
　　　　　、♂　‘ρb．∵ゼ。

う
ゆ
．
．

　いわゆる「インチキ内職」に気をつけましょう

　家計の足しにと家庭の主婦などが、高収入の仕事がある
という新聞の折込みや電柱の貼紙などの広告に誘われて、
さまざまな名目で高い費用を支払わされる一方、仕事の内
容や収入については約束と違うという被害にあうことがあ
ります。

　このようないわゆる「インチキ内職」には、大きく分け
ると次のようなものがあります。

①内職講習会と称して多額の講習料等を取り、出来た製
品については種々の条件をつけて買いたたいたり、買い上
げを拒んだりするもの。

②相当の工賃収入が得られると宣伝し、高額な機械を市
価の倍額ぐらいの価格で売1）つけ、工賃のとりきめはあい
まいであるもの。

　「インチキ内職」にひっかからないために

　労働省では、いわゆる「インチキ内職」については、その実態から家内労働法の適応がある場合には、
法に定められた事項が守られているか厳重な監督指導を行い、違反があれば是正を促すようにしています。

　しかし、「インチキ内職」の被害を防くためには、内職希望者自身の注意が何よりも肝心です。誰にでも
できる簡単な仕事で高収入が得られるというような「うまい話」は、普通はありえません。内職を始める

ときに、工賃その他の 委託条件を必ずきちんと確認する慎重さが必要です．

新潟県の最低賃金

旧…2，896円
　　時問給の労働者については

　　1時間…362円
（効力発生日…56年10月12日）

　　　　繊維産業

　　1日…3，000円
　　時問給の労働者については

　　1時間…375円
　ただし次にかかげる労働者については

1日…2，920円
1．糸繰り、糸始末、清掃その他これらに準ずる

　軽易な業務に主として従事する者。

2．メリヤス製品縫製業又は衣服・その他の繊

　維製品製造業に係る者。

（効力発生日…57年2月4日）
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個
人
住
宅
建
設
資
金

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
つ
ぎ
の
要

項
に
よ
り
個
人
住
宅
建
設
資
金
の
申

込
み
受
付
け
を
行
い
ま
す
。

●
受
付
期
間
　
一
月
二
十
八
日
～
三

月
一
日
ま
で
。

●
選
定
方
法
　
選
考
（
無
抽
選
）

●
申
込
資
格
条
件
等

　
◎
資
格
　
o
自
分
が
住
む
た
め
の

住
宅
を
新
築
す
る
か
た
で
、
土
地
の

準
備
が
で
き
て
い
る
か
た
　
〇
一
定

基
準
以
上
の
月
収
の
あ
る
か
た

ふるさとの想い出

　
◎
融
資
が
受
け
ら
れ
る
住
宅
　
住

宅
部
分
の
床
面
積
が
百
二
十
平
方
層

以
下
の
住
宅
（
六
十
歳
以
上
の
老
人
、

心
身
障
害
者
、
六
人
以
上
の
家
族
が

同
居
す
る
場
合
並
び
に
二
世
帯
住
宅

の
場
合
は
百
五
十
平
方
屑
以
下
）

　
◎
融
資
額
　
木
造
住
宅
（
八
十
平

方
材
以
上
）
の
場
合
四
八
○
万
円
～

五
〇
〇
万
円
。
断
熱
構
造
化
工
事
を

行
う
場
合
は
二
〇
万
円
～
四
〇
万
円
、

太
陽
熱
温
水
器
工
事
を
行
う
場
合
は

一
〇
万
円
の
融
資
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

老
人
（
六
十
五
歳
以
上
）
ま
た
は
心

身
障
害
者
等
が
同
居
す
る
場
合
は
五

〇
万
円
～
一
八
○
万
円
の
割
増
し
融

資
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
◎
利
率
　
年
五
・
五
％

　
◎
返
済
期
問
　
木
造
の
場
合
二
十

五
年
以
内
。

　
◎
返
済
方
法
　
原
則
と
し
て
元
利

均
等
毎
月
払
い
。

●
申
込
場
所
　
住
宅
金
融
公
庫
業
務

取
扱
店
と
表
示
し
た
金
融
機
関

　
な
お
、
詳
細
は
住
宅
金
融
公
庫
北

関
東
支
所
（
a
O
二
七
二
－
三
二
ー

．
3
曹
．
◆
睾
◆
凄
◆
≒
◆
睾
◆
も
◆
≒
◆
≒
◆
睾
◆
睾
◆
睾
◆
睾
◆
睾
◆
睾
◆
≒
◆
≒
◆
睾
◆
睾
◆
も
◆
睾
◆
睾
◆
睾
◆
睾
◆
睾
◆
睾
◆
睾
◆
睾

『
町圓叢

治
正
和

萌
犬
、
昭

灘
　
懸

　　、饗．警　　　　　　　　　　　　真、懐しい写真で構成された同

市報とおかまち発行300号記念　　写真集が発売されています。

市報縮刷版発行　・型式A4版変型165㌻

　　　　　3月末発行予定　　　　　　（貼函入・保存版）

　毒報蕊おか諜魏ま、昭和鍵年懸月　　■定価　4，800円

に第塗号を発鴛してから25年を経て、　■購入　市内各書店へ

昨年の10月10β号で300号を記録講　　　　　◆収録内容◆

鞍鍵。　　　　　　　　　　　　　，　　o豪雪の十日町　o祭り　と催し

　蓬韓聞．講民盤溝嫁羨きく変化業　　o絹織物の創期　o町並み建物
るとともに、市勢も年々発展を続け　　o舟　と　笹　o選挙と民選首長

　　　　　　　　　　　　　　　　o市制施行o明石ちぢみほか
てきました。　　　　　　　　　　、、1藁篠獣熱

灘導譲騰，撚劇團

録としてご購入をお願いします。

六
六
五
五
番
）
ま
た
は
、
お
近
く
の

公
庫
業
務
取
扱
金
融
機
関
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
　
新
潟
高
校
通
信
制

　
　
　
　
　
　
生
徒
募
集

　
新
潟
県
立
新
潟
高
等
学
校
で
は
、

つ
ぎ
の
要
項
に
よ
り
昭
和
五
十
七
年

度
の
通
信
制
（
通
信
教
育
）
生
徒
を

募
集
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格
　
中
学
校
卒
業
ま
た
は

こ
れ
と
同
等
以
上
の
資
格
を
有
す
る

人
（
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）

◆
募
集
コ
ー
ス
　
o
卒
業
コ
ー
ス

o
編
入
コ
ー
ス
　
o
科
目
別
コ
ー
ス

◆
願
書
受
付
期
間
　
二
月
二
十
日
～

四
月
十
日
ま
で

◆
選
抜
方
法
　
出
身
中
学
校
（
高
等

学
校
）
か
ら
提
出
さ
れ
る
書
類
を
主

に
選
考
し
、
試
験
は
行
い
ま
せ
ん
。

◆
入
学
願
書
等
の
請
求
方
法

　
返
信
用
封
筒
（
あ
て
名
明
記
）
に

七
十
円
切
手
を
は
り
、
新
潟
高
等
学

校
通
信
制
（
〒
九
五
一
　
新
潟
市
関

屋
下
川
原
町
二
丁
目
六
三
五
番
地

ジ
隼
お
。
号
ま

一
総
と
録
1
号

ぺ
和
報
収
の
簿
　
後

Qo

昭
市
を
版
～
　
前

纏
響
醗
鯛

型
第
ま
全
諮
n
。
4

変
～
い
の
て
年
録

版
号
ま
ち
せ
5
0
収
格

4
1
つ
ま
わ
和
を
価

A
第
い
か
あ
紹
で
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
予

式
容
　
　
　
　
　
　
　
　
売

型
内
　
　
　
　
　
　
　
　
発

■
　
　
麟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

交通事故の相談は

　　お気軽にどうぞ
　一　　相談は無料

平日　午前9時半～午後4時半

土曜日　正午まで

◎専門の相談員による相談

◎弁護士相談日…毎週水曜日

　　　　（午後1時～4時）

社団法人日本損害保険協会

新潟自動車保険請求相談センター

新潟市本町通七番町　興亜火災新潟

支店ビル5階　新潟調査事務所内

電話での相談も受けています

　　（費0252－25－1851番）

智
〇
二
五
二
－
六
六
－
五
二
六
八
番
）

へ
請
求
く
だ
さ
い
。

十
日
町
マ
イ
コ
ン
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
会
員
募
集

　
昨
年
十
一
月
に
結
成
さ
れ
た
十
日

町
マ
イ
コ
ン
ク
ラ
ブ
（
小
川
英
男
会

長
）
で
は
、
現
在
会
員
を
募
集
中
で

す
。
マ
イ
コ
ン
に
興
味
を
お
持
ち
の

か
た
は
ぜ
ひ
と
も
入
会
く
だ
さ
い
。

●
入
会
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙
（
十

日
町
商
工
会
議
所
に
備
え
て
あ
り
ま

す
）
に
会
費
二
ヵ
月
分
以
上
を
添
え

て
商
工
会
議
所
内
事
務
局
ま
で
。

●
会
費
　
月
五
百
円
（
講
座
の
内
容

に
よ
っ
て
は
実
費
徴
収
を
行
い
ま
す
。
）

　
詳
し
く
は
、
森
本
（
十
日
町
タ
イ

ム
ス
　
智
二
i
二
三
三
一
）
ま
で
。

　
◇
◆
お
と
し
物
◆
◇

　
職
業
訓
練
校
（
学
校
町
）
の
わ
き

の
材
木
置
場
に
、
男
性
用
の
長
靴

（
皮
）
が
落
ち
て
い
ま
し
た
。
お
気

づ
き
の
か
た
は
同
訓
練
校
（
智
七
－

一
一
〇
五
番
）
ま
で
連
絡
を
。

　　　　　　　　　　　雛　　　　　　　　　　繋　　　　　　　　　灘　　　　　　　灘　　　　　　蝶　　　　　講　　　難雛灘饗
も
十
時
半
か
ら
受
付
、

ス
ト
開
始
。

講
習
会
　
受
検
者
は
講
習
会
を
受
け

る
こ
と
が
原
則
で
す
、
検
定
日
の
前

日
に
同
会
場
で
午
後
七
時
よ
り
受
付

七
時
半
か
ら
ナ
イ
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

検定料と公認料

　
十
日
町
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
で

は
、
つ
ぎ
の
要
項
で
全
日
本

ス
キ
ー
連
盟
公
認
技
能
検
定

別
バ
ッ
チ
テ
ス
ト
（
一
級
～

五
級
）
を
行
い
ま
す
。

会
場
　
十
日
町
市
民
ス
キ
i

場日
時
　
●
二
月
二
十
一
日

●
三
月
二
十
一
日
　
両
日
と

　
　
　
　
　
正
午
か
ら
テ

検定料 公認料
　　　●

1級 　　　円2，000 　　　円1，500

2級 1，000 1，000

3級 800 800
4級 500 600
5級 500 500
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　　●日　時　5月9日（日）午前10時～正午

　　●会　場　十日町市民会館ホール

　　●該当者　昭和36年4月2目～37年4月

　　　　　　　1日生まれの当市在住者

　※案内状は後日、本人宛に送付いたします。

成
人
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
に

、
あ
な
た
も
検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
ま
す
」

故
な
ど
の
犯
罪
で
被
害
を
受
け
た
人

で
告
訴
し
て
も
不
起
訴
処
分
の
た
め

犯
人
が
処
罰
さ
れ
ず
納
得
が
ゆ
か
な

い
』
こ
ん
な
不
満
の
あ
る
人
の
た
め

に
あ
る
の
が
検
察
審
査
会
制
度
。

　
全
国
の
地
方
裁
判
所
と
そ
の
主
な

支
部
の
所
在
地
二
百
七
箇
所
に
置
か

れ
、
選
挙
人
名
簿
か
ら
く
じ
で
選
ば

れ
た
十
一
人
の
審
査
員
が
民
間
人
を

代
表
し
、
健
全
な
常
識
に
従
っ
て
、

検
察
官
が
し
た
不
起
訴
処
分
が
正
し

く
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
審
査

す
る
の
を
主
な
仕
事
と
し
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
が
検
察
審
査
員
に
選
ば
れ

た
と
き
は
、
検
察
審
査
会
の
役
割
を

理
解
さ
れ
、
進
ん
で
こ
の
務
め
を
果

た
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
検
察
官
が
し
た
不
起
訴
処
分
に
不

満
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
か
た
や
、
こ

の
検
察
審
査
会
に
つ
い
て
も
っ
と
詳

し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
か
た
は
、

お
気
軽
に
左
記
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
長
岡
検
察
審
査
会
事
務
局
（
長
岡

市
三
和
町
九
番
地
二
十
八
、
裁
判
所

構
内
・
電
話
〇
二
五
八
－
三
五
i
二

一
四
一
番
）
．

「20歳の記録」原稿を募集！！

　
成
人
の
日
を
迎
え
た
皆
さ
ん
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
成
人
に
な
る

と
選
挙
権
を
獲
得
さ
れ
る
こ
と
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
検
察
審
査

員
に
選
ば
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
、

検
察
審
査
会
制
度
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
『
窃
盗
・
詐
欺
・
・
暴
力
・
交
通
事

　
　
ゆ
ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
1
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト

中
　
　
古

五
千
円

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

ロ
　
ー
　
タ
　
リ
　
ー

除
　
　
雪
　
　
機

〃

十
五
万
円

～
二
十
万
円

ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ

（
ク
オ
ー
レ
用
）

中
　
　
古

一
万
円

キ
　
　
ャ
　
リ
　
　
ア

（
カ
・
⊥
ヱ
、
二
〇
〇
坦

〃

安
　
　
く

ス
キ
ー
　
一
式

〃

一
万
円

ゆ
ず
　
っ
　
て
く
だ
さ
い

硬
式
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト

〃

五
千
円

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

ヤ
マ
ハ
パ
ッ
ソ
ル

（
50
㏄
）

〃

三
万
五
千
円

バ
イ
ク
（
50
㏄
）

中
　
　
古

一
万
円

　成人おめでとうございます。

　「20歳」は、あなたがずっと続けてきた自己形成の旅の再出

発点とは言えないでしょうか。この機会にあなたの20歳を考え

てみてください。

　r20歳の記録」をつぎのように募集します。ぜひご応募くだ

さい。

　●テーマ　何でもけっこうです。たとえばつぎのようなも

　　　　　のはいかがでしょう。

　　　　①わたしの青春　　　　⑧初めて選挙権を得て

　　　　②わたしの仲間　　　　⑨わたしの恋愛・結婚観

　　　　③職場で考えること　　⑩わたしの訴えたいこと

　　　　④わたしの学園生活　　⑪近況報告rわたしもが

　　　　⑤わたしの生いたち　　　んばっています」

　　　　⑥親から学んだこと　　⑫詩

　　　　⑦郷土を考える
　●書き方　文章の上手・下手にこだわらず、自分の体験、

　　　　　考えをもとに、あなたの本当の声を書くように

　　　　　してください。原稿にはテーマ、氏名、住所、

　　　　　職業を明記してください。

　●字　数　　2000字以内（用紙自由〉1人2篇まで・

　●締切　3月31日
　●その他　応募者全員に記念品を差し上げます。また、原

　　　　　稿は記念文集r20歳の記録」におさめ、式当日

　　　　　出席者におわたししまつ。　す

　●宛　先　十日町市公民館r20歳の記録」係

小雪の中で℃●●・・・・…

市内各地で小正目行事

14日夜、例年にない小雪の

していました。

『新盆楽宇申

15日、昔ながらの小正月行

事の道楽神が飛渡・新水地

区で行われていました。

東京からアマチュアカメラ

のグループが来るなど、観

光的にも盛んになってきた
行事です．

　　　　　　》

訪舞季市

，今年は雪も少なく

の諏訪町は例年にな

で賑っていました。

　
難
鞠

昨年建てた明るい子どもの

家の前で、青年団が音頭を

とっての地区民総出の道楽

神。子どもたちも羽根つき

スルメ焼きなど楽しそうに

していました。
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◆◆◆◆

やい
瀧
I
U

◆◆◆◆明日の親のための

十日町市公民館（本館）智7－50H番

市公民館（本館）では、新婚（婚約者含）、妊娠期のこれか

ら親になる男女を対象に、次のような学習の機会を計画い

たしました。新婚者に限らず未婚の青年男女の参加も歓迎

いたします。さそいあわせてどうぞおいでください。

1
2月2日
　（火）

はじめまして
　●夫婦のきずな

野本郁太郎先生

2
2月9日
　（火）

親になる期待と不安
　●妊娠（受胎）から分娩まで
　●良い子（健康な子）を産むためには

十日町病院産婦人科

西山藤司夫先生

3
2月19日

㈹

子供の可能性
　●心身の成長と発達
　●乳幼児期の特質

新潟大学教育学部

宮田敬一先生

4
2月23日

　（火）

赤ちゃんの育て方

　●かかりやすい病気と予防

医　　師

桑原貞子先生

5
3月1日
　（月）

父親の役割、母親の役割

　●親になるとは
　●父親にとっての育児とは

前コロニー白岩の里所長

花積正夫先生

6
3月12日

㈹

三ツ児の魂百まで
　●しつけのポイント
　●子育てで大切なこと

同　　　上

7
3月22日

　（月）

生活設計のすすめ
　●ライフサイクルの変化に伴う

　　わが家の将来の目標

県立女子短大

浅妻康二先生

8 交渉中 家庭とは　●家庭内のコミュニケーション
中央講師交渉中

　　　　　　／　　　　　ボ
　　　　ー
　　　．ぜ
　　ー
　．圃

－

●会場／十日町市公民館（本館）■時問／夜7：00～9：00

■受講料無料

みな：さんとごいっしょに2．ρ

①
放
送
こ
ぽ
れ
話
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ

加
治
章
N
H
K
チ
ー
フ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
　
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
連
想
ゲ
ー
ム
や
ひ
る
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
担
当
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ

　
　
し
た
と
き
の
出
会
っ
た
人
や
放
送
の
う
ら
話

　
　
　
　
で
す
。

月o日㈹
19時30分～11時30分

N
H
K
新
潟
特
集
『
克
　
雪
』

～
城
ヶ
丘
オ
ー
ブ
ン
ス
タ
ジ
オ
か
ら
生
中
継
～

　　－　　鳶
　ーボ
ー

①
ご
質
問
に
こ
た
え
て
●

　　　　．ぜ
　　　ー
　　ボ
ー
ぎ

会場

十日町市公民館
　（本館）

出
席
（
臆
畷
和
黙
鴇
纏
ン
サ
ー

　
み
な
さ
ん
の
ご
質
問
に
こ
た
え
て
…
…

　
　
放
送
の
こ
と
、
経
営
の
こ
と
な
ど
な
ん
で
も

　
　
　
ど
う
ぞ
〃
”
ご
意
見
も
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
〔
十
日
町
市
公
民
館
・
N
H
K
新
潟
放
送
局
〕

雪
の
中
の
く
ら
し
、

雪
害
、
克
雪
な
ど

／
　
に
つ
い
て
考
え

　ー

　
ノ
　
ま
す
。

　
　
ノ

　
　
　
ノ

　
　
　
ノ

　
　
　
　
ノ

　
　
o
　
　
　
　
ぜ

　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
剥

　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
ぜ

O
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　
　
　
…
雪
ま
つ
り
会
場
か
ら

o
雪
国
新
潟
の
今
日
の
表
情

o
豪
雪
地
新
潟
県

O
何
故
豪
雪
地
な
の
か

患日町の

太に

璽城之轟蕊なりました『

　小林桂子さん
櫨沢帝から＿　　　〔20〕

資
魏
賀
蕎
芳
贋
の
城
下
町
、
金
沢
辮

鎌
儀
締
集
の
秋
、
欝
内
城
之
．
吉
第
心

鞠
小
林
聡
ざ
ん
竈
叢
曇
務
鍛
）
の

趨
憲
ろ
に
嫁
糠
で
薬
だ
の
は
．
桂
争

き
ん
鶯
｝
牽
三
歳
）
懸
津
、

糞
炎
の
聡
さ
ん
が
、
金
沢
叢
内
の
犬

・
嚢
韓
在
挙
串
に
炎
入
の
紹
介
懸
知
毅

お
騨
、
そ
れ
か
窃
瞬
年
聞
の
交
際
溺

、
震
を
結
び
、
昨
年
牽
冠
懲
訟
ー
ル
蓬

ン
。
栄
養
士
、
穐
裁
、
珠
算
（
一
級
）

の
髭
許
を
も
ち
、
テ
ニ
ス
、
ス
差
ー
．

，
郷
レ
ー
ポ
…
ル
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
好
き

な
桂
子
さ
ん
、
現
在
の
楽
し
み
は
眠

浮
づ
く
η
の
弁
当
で
、
岬
。
心
人
で
行
く

ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
と
か
。

★
門
瀞
十
嬢
町
”
と
い
う
名
は
か
き

懸
の
産
地
濯
と
勲
黛
こ
と
で
知
っ
て

“
裳
し
た
。
き
も
の
は
縫
う
こ
と
、

　
着
る
こ
と
も
好
き
な
ほ
う
で
、
今
も

　
翻
裁
を
し
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
こ

　
邊
は
着
る
機
会
が
少
な
い
こ
と
で
す

巻
．
と
き
も
の
の
こ
と
に
つ
い
で
ぴ

　
老
蓬
と
。
十
石
町
の
印
象
に
つ
矯
饗

　
は
「
特
に
あ
η
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

　
十
榊
月
の
初
雪
紛
時
に
見
た
幽
熱
の

　
雪
化
粧
が
強
烈
な
印
象
と
し
て
残
っ

　
て
い
ま
す
」

　
★
門
穂
年
、
何
十
年
た
っ
て
も
夫
婦

　
い
っ
し
ょ
で
旅
行
す
る
こ
と
塗
ど
自

　
分
た
ち
の
時
閥
は
い
つ
ま
で
も
持
ち

、
続
け
た
郵
」
と
将
来
の
こ
襲
薮
藷
る

　
齢
嵐
太
で
奮
が
．
甫
内
饗
慰
建
評
の

　
あ
る
城
之
書
の
躍
演
菜
猷
髪
戴
欝
き

』
織
な
っ
た
黛
う
髭
、
穣
畢
懲
ん
獲
ぽ

　
単
く
こ
の
蝶
ち
縫
嶽
轟
、
露
発
霞
身

　
の
離
漬
菜
ぬ
嘘
雛
を
撮
難
鷲
も
ら
験

灘
い
轟
の
懸
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
欝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰐

　　　　　　　襲　　　　o、

響

o
雪
　
害

　
　
…
・
雪
崩
、
ガ
ス
爆
発
な
ど

o
雪
の
科
学

O
雪
ん
子
の
う
た

　
　
…
十
日
町
小
学
校
合
唱
部

O
克
雪
ま
ち
づ
く
り

O
利
雪
に
つ
い
て

．
雪
ま
っ
り
（
響
製
ー
．
）

●
科
学
的
な
利
雪
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若し、うちカ》り

老後の備え鳶
始め・まし凝う

，
，
、
ミ
，
ダ
y
一

魯
　
7
｝
ワ

ρ
＼
旨

　
若
い
人
た
ち
に
と
っ
て
、
老
後
は

ま
だ
先
の
こ
と
と
考
え
が
ち
で
す
が
、

老
後
の
生
活
設
計
は
今
か
ら
準
備
し

た
い
も
の
で
す
。

　
国
民
年
金
へ
の
加
入
は
、
老
後
の

安
心
あ
る
暮
ら
し
に
き
っ
と
役
立
つ

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
国
民
年
金
は
、
農
業
、
商
業
な
ど

の
自
営
業
の
人
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

の
人
と
そ
の
家
族
の
た
め
の
年
金
制

度
で
、
歳
を
と
っ
た
り
、
障
害
者
や

　
0
．
1
臼
・
■
■
■
0
■
■
■
●
6
■
■
1
■
ロ
■
■
■
■
■
●
臼
■
■
■
●
■
ロ
ー
0
1
■
0
ロ
騒
ロ
■
●
■
■
■
■
■
巳
■
1
■

　白鳥のえさを
　　　　お届けください

　ことしも、浅川原調整地に6羽の

白鳥がやってきました。

　白鳥は乾燥した茶がらが大好物で

す。これらのえさがありましたら、三

沢屋商店（B2－3633番）までお届

けください。

母
子
世
帯
な
ど
に
な
っ
た
場
合
に
年

金
を
支
給
し
、
生
活
の
安
定
を
は
か

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
年
金
制
度
で

す
。
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人
は
、
厚
生
年
金
や
共
済

組
合
な
ど
、
他
の
年
金
に
加
入
し
て

い
な
い
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
未
満
の

人
で
す
。

　
ま
た
、
昼
間
部
の
大
学
生
や
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
な
ど
は
希
望
に

ょ
り
加
入
で
き
ま
す
。
加
入
手
続
き

な
ど
詳
し
く
は
、
市
民
生
活
課
年
金

係
（
佃
七
－
三
一
一
一
番
内
線
二
一

八
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当

　
　
　
受
給
者
の

　
　
　
　
み
な
さ
ん
へ

　
二
月
期
（
十
月
～
一
月
分
）
の
児

童
手
当
が
、
二
月
十
日
頃
に
皆
さ
ん

の
指
定
さ
れ
た
金
融
機
関
の
口
座
に

振
込
ま
れ
ま
す
。

難
畿
灘
講
露
辮

灘
饗
．
鑛

響
．
臨
翻
麗
翻
躍

　
支
給
額
は
、
十
八
歳
未
満
の
児
童

の
う
ち
、
出
生
順
に
数
え
て
、
三
人

目
以
降
の
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童

一
人
に
つ
き
月
額
五
千
円
（
昭
和
五

十
六
年
度
の
市
民
税
所
得
割
額
の
な

い
受
給
者
は
七
千
円
）
で
す
。

　
な
お
、
現
況
届
時
以
降
に
受
給
者

や
児
童
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、

必
ず
市
民
生
活
課
年
金
係
（
B
七

－
三
一
一
一
番
内
線
二
一
八
）
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
．

外
国
人
の
か
た
も

福
祉
手
当
の
対
象
に

　
福
祉
手
当
は
、
重
度
の
心
身
障
害

㈹
者
で
、
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る

か
た
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　
こ
の
一
月
か
ら
、
児
童
手
当
な
ど

と
同
様
に
「
難
民
条
約
」
に
加
入
し
、

受
給
資
格
者
の
国
籍
要
件
が
撤
廃
さ

れ
た
た
め
、
外
国
人
の
か
た
も
福
祉

手
当
の
受
給
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
か
た
は
、
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
、
市
社
会
福
祉
事
務
所
援

護
係
（
E
七
－
三
一
二
番
内
線
二

一
四
）
に
お
た
ず
ね
ぐ
だ
さ
い
。

　
・
備
鷺
糞
叢
獺
趨
世

　
▼
二
月
二
目
り
り
　
正
午
～
午
後
四

時
ま
で
　
本
町
六
丁
目
一
・
二
の
各

一
部
、
本
町
六
丁
目
三
　
▼
二
月
十

七
日
困
　
午
前
九
時
～
午
後
一
時
ま

で
　
昭
和
町
一
丁
目
、
寿
町
四
丁
目
、

袋
町
東
・
西
・
中
、
本
町
西
一
丁
目
、

本
町
一
丁
目
上
、
千
歳
町
三
丁
目
の

各
一
部

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

…
2
月
の
休
日
救
急
医
　
…

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

一
7
日
　
池
田
医
院
（
本
町
酉
）
　
　
一

い

一
　
　
　
　
奮
2
の
2
5
8
1
番
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）
　
一

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

一
　
　
　
　
　
8
0
2
5
7
6
3
1
2
1
1
1
番
　
一

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

…
11
日
　
山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）

　

…
（
建
国
記
念
の
日
）
盈
2
の
2
1
7
4
番
一

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

…
1
4
日
富
田
医
院
（
神
明
町
）
　
一

い

一
　
　
　
　
盈
2
の
3
2
6
9
番
…

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

皿
　
　
津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
8
0
2
5
7
6
1
5
の
3
1
6
1
番
一

ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
2
1
日
大
島
医
院
（
川
原
町
）
　
一

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
　
　
盈
2
の
2
9
5
7
番
一

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

…
2
8
日
中
条
病
院
（
北
原
）
　
　
…

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

一
　
　
　
　
盈
7
の
3
0
1
8
番
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

2
月
分
乳
幼
児
検
診
日
程
表

事
業
名

期
　
目

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
児

参
集
区
域

3
歳
児
検
診

2
月
17
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

保
健
セ
ン
タ
i

53
年
8
月

生
れ
の
児

域全

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

2
月
1
9
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

55
年
8
月

生
れ
の
児

4
ヵ
月
児
検

診
並
び
に
育

児
　
学
　
級

2
月
2
4
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
30
分

56
年
1
0
月

生
れ
の
児

10

カ
月
児

身
体
測
定

2
月
2
2
日

　
（
月
）

午
後
1
時

～
3
時

56
年
4
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
方
）

お
願
い
飼
欝
剃
㌍
お
驚
鋪
甥
傭
ゴ
が
い
て
来
て
く
だ
さ
い
・

成人病予防は万全惹すか嚢一
　轡2月t日一7日・成人病予防週間一＾

成人病と』いうのは、韓雛過ぎた人に多くみられ　◆講、●

る病気や症状の総称餐す。成人病は飼常生活に気をつ

けたサ、定期的に健康診漸を受けることによ③葱かな

瞬予防餐き諜す。

高血圧・動脈硬化・轟臓病を防礁ボイント

瞬臼常鑑活を皿叢じ、食晶を童拳鑓組謬奮わ慧誕欝盤活

　馨雛購獲襲く続壁る灘う懸がけ藩じ毒義

盤繭か膿懸§韓くを轄蝶鵜を翻講癖・

曝欝馨灘離灘か讐識欝鞭鍵騰灘
　慈i灘憲鐵まiし議う。

環長時闘の入総．熱鞍．楓呂は欝め諜じ携う。ぬるめの耀

　嚢擾氏憩鷺）に5鶏禰鐙誕ら騨戴るめ纏謙い、

濫憲鐵まiし議う。

時闘の入総．熱鞍．楓呂は欝め諜じ携う。ぬるめの湯

褻氏憩鷺）に鋒鶏禰鐙誕ら騨戴るめ纏謙い。

　　　　　　　　　　　　　盤運動雅建は搬液鱒の

脳雌疾患死亡状況　　、斑懸雛蠣繕
心疾墨昭禾055年）　　難鰹撞灘繋、適震の

　　　　　　　　　　　　　　、軽撚運動．趣味麟湛
一脳血管疾患（97人）
一＿，b疾患（41人）　．　灘鐵麟譲懇麟鰹
　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　！〆　　　　諜轡議額、
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